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上期のトピックスをご報告致します。 

 

１つめは当社のブランド「RODEO CROWNS WIDE BOWL」ブランドのプロポーズ賞受
賞、です。繊研新聞社が主催する第19回デベロッパー＆テナント大賞において、デ

ベロッパー（商業施設）が導入したいショップとして支持が高かったブランドとして表
彰されました。 

 

RODEO CROWNS WIDE BOWLはアメカジをベースにしたリラックスカジュアルスタイ
ルで、メンズやキッズも揃え、SCでファミリー層に指示されている点が評価されまし
た。 
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２つめは、中期的な戦略である都心部への出店強化進捗のご報告です。 

特にAEVESやSTACCATOなど新規ブランドの都心部大手百貨店展開が順調に進んで
おり、伊勢丹新宿店や阪急うめだ本店等で販売を開始しております。 

 

３つめはrienda sueltaのゴルフコレクション発表です。 

近年、スポーツは今まで以上に女性のライフスタイルに溶け込んできており、機能
性のみではない、ファッション性も備えたスポーツウェアの需要は高まってきていま
す。今までのゴルフウエアにはなかった、riendaの女性らしいグラマラスな世界観を
表現しました。 
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４つめは中国本土における200店舗の達成、です。 

7月8日（土）に上海市中心部の新規商業施設「興業太古滙（HKRI Taikoo Hui）」に 

「MOUSSY & SLY総合店」をオープンし、中国本土200店舗を達成しました。 

8月末時点では既に207店舗となっており、中国での出店は計画通りに推移してお
ります。 
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上期の国内事業の状況をご報告致します。 

 

MOUSSYやENFÖLDなど健闘するブランドがある一方で、国内売上の5割強を占める
SC系ブランドが客数減により苦戦しております。 

また自社通販サイトシステムの切り替えの遅延と、6月末に実施した切り替え直後

のサーバー不安定により、自社通販の客数が大幅に減少した期間がございました
が8月にサーバーを増設し、対応は完了しております。 
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海外事業はほぼ計画通りに推移しております。 

 

中国は順調に出店がすすんでおり、7月8日に200店舗を達成、8月末時点では207
店舗となっています。 

 

中国合弁事業は2社、小売会社と卸売会社、で展開しておりますが、上期は小売会

社が在庫評価減の計上と利益計上の期ずれ等により、一時的に赤字となりました
。しかし卸売会社は売上も利益も計画超過で、中国合弁事業全体ではほぼ計画通
りの利益貢献となりました。 

 

US事業はまだ赤字ですが、国産デニムなど海外専用のハイエンド商品の投入によ
り、卸売事業が好調です。米国全土で卸売先は100件以上となり、今秋からは
Barney’s NYでもお取扱い頂いています。 
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2018年1月期 上期の連結業績をご報告致します。 

 

サマリーでご説明した通り、SCブランドを中心とした日本事業の苦戦により減収減
益となりました。 
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貸借対照表に関して、売上は計画を下回りましたが、仕入コストの低下やタイムリ
ーな在庫の評価損計上等により、商品は前年を下回る数値となっています。 
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2018年1月期 上期の国内業績をご報告致します。 

FB/SB系ブランドは、まだ全体的な客数の回復にはなっていませんが、商品力の改
善等から前年を上回るブランドも出てきています。 

 

SC系ブランドは、特にAZUL by moussyが苦戦しております。付加価値の高い商品と
TV広告でブランドイメージアップを図り、一定の新規顧客獲得には繋がりましたが
既存顧客の離脱の影響が大きく、客数減が主な苦戦の理由となりました。 

 

百貨店系ブランドのうち、ENFÖLDは、ブランド初の水着を含むクルーズコレクション

がご好評を頂き、多くの商品が短期間で完売となりました。既存店売上も前年を上
回り好調に推移しております。 

 

通販売上に関しては自社通販サイトの不具合のため前年比98.8%となりましたが、
一時的な影響であり、8月以降は回復基調となっています。 
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国内の既存店売上高（SSS)をご報告致します。 

 

5月ごろよりSCブランド以外のブランドは回復基調となり、MOUSSYやENFÖLDなど既
存店昨年対比が100％を超えるブランドもでてまいりましたが全体の売上に対する
割合の高いSCブランドが苦戦し、100％を下回る状況が続いております。 

また7月は通販サイトの不具合による大幅な客数減が影響しております。 

 

8月の数値は9月11日に開示しており、既存店売上高が94.1％とマイナス幅は縮小
傾向にあります。 
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中国合弁事業の状況をご報告致します。 

 

当社の連結会計に反映される卸売高、合弁パートナーのBelle社に連結される小売
売上高共に計画通り推移しております。 

 

サマリーでご説明致しました通り、小売事業からの損益である持分法投資損失を
計上していますが、在庫評価減の計上、利益計上の期ずれ等が理由であり、中国
合弁事業からの利益の進捗は計画通りとなっています。 
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出店状況をご報告致します。 

日本では東京近辺を中心に出店17店舗、退店16店舗となり、上期末店舗数は359
店舗となりました。 

中国では出店15店舗、退店5店舗となり、上期末店舗数は197店舗となりました。 

7月8日には200店舗目をオープンしており、8月末時点で207店舗と順調に出店が
進んでおります。 
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2018年1月期の業績見通しに関して、上期の結果を反映して下方修正致します。 

通期の配当予想は38円を据え置き致します。 
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経常利益の計画差要因ですが 

上半期の計画差が▲20.7億円 

国内事業の苦戦基調により▲9.3億円 

US事業の基調等により▲2,800万円 

中国事業の計画超過により＋6,500万円 

となり、通期見通しは年初計画▲29.7億円の36.7億円（前年比68.2％）となります。 
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下期の対策をご報告致します。 

 

1つ目は、複数ブランドを展開する当社の強みを活かすべく、また従来ブランド毎に
行っていた販促の無駄をなくすためにブランド間、店舗・EC間で利用できるポイント
会員サービス「SHEL’TTER Passport」を導入致します。 

 

2つ目は苦戦しているSC系ブランドの問題解決です。 

商品を大量投入し、値引きによる販促で増収を図る従来型ビジネスから脱却し、理
想的なストアビジネスを再構築いたします。 

具体的には、商業施設の中でお客様を惹きつける「魅力的な店づくり」、接客重視
からセルフ購入型への「買いやすい店づくり」、「真にお客様のニーズに応える商品
づくり」、またストアオペレーション強化のための人材強化、です。 

 

３つ目は通販事業の強化、です。 

システムの切り替えで立ち上がりは不安定となりましたが、従来は外部システムを
利用しており、今回の切り替えで自社システムとなったため、様々なカスタマイズ（
特別仕様）が可能になりました。効果的なマーケティングやWEB接客を強化し、自

社通販サイトへの訪問客数を大幅改善していく方針です。 また通販事業の運営
体制を強化しており、積極的にIT人材を登用してまいります。 
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４つめは、当社が得意とする「店舗起点経営」の更なる強化を進めます。顧客ニー
ズの変化に迅速に対応するため、マネジメントチームとスタッフの情報一元化を徹
底し、企業理念をスタッフ全員で考え直すプロジェクトを開始いたしました。 

 

以上により、上期累計SSSの88％を、通期は94％以上を目指します。 
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通期業績見通しを下方修正致しましたが、2018年1月期通期の配当は38円の据え
置きと致します。修正後の配当性向は62.1%となり、基本方針である配当性向30％
～40％を上回りますが、今回の修正は一時的な計画乖離であり、今後の回復を見
込んで金額は据え置きと致しました。 

 

株主優待は引き続き、年2回、100株以上の株式を保有されている株主様に2,000
円の当社商品券を贈呈いたします。 
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2018年１月期通期の業績見通し修正に伴い、3月15日に発表した中期経営計画
(FY2018/01～FY2021/01)を見直します。 

 

主な見直し事項は国内事業戦略の見直し、海外事業の強化、SCM改革の更なる促
進です。 

 

国内事業に関しては、国内のアパレル市場が縮小していく中で、従来の新規出店
による成長モデルを見直し、実店舗と通販をあわせた既存店売上改善に取り組み
ます。また下期から始まるポイント会員サービスでの客数増、主力SCブランドのビジ
ネスモデル見直し、新規事業と成長支援型のM&A案件発掘などを反映いたします
。 

 

海外事業に関しては、中国事業の実店舗事業が計画通りに進捗していることに加
えて、通販事業の本格展開を織り込みます。 

米国事業は好調な卸売事業に加えて、通販事業の拡大にむけたビジネスプランを
策定します。 

 

SCM改革は、店舗事業の効率化への注力だけではなく、通販事業の拡大に資する
ような一層の強化促進を図ります。 

新しい中期経営計画は来年3月の通期決算発表時に発表する予定です。 
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